
 

 

＼＼化学職って？？／／ 



 

 

 2 

 福岡県の化学職の紹介パンフレットをご覧いただきありがとうございます。 

 福岡県の採用試験の中には、「化学」という試験区分が複数あります。選考

試験の研究職員については業務のイメージを持ちやすいと思いますが、Ⅰ類試

験の化学職を受験しようとしている方にとっては入庁後の仕事のイメージが湧

きにくいのではないでしょうか。 

 そこで、就職先として福岡県の化学職に興味を持たれた皆さんに、具体的な

仕事のイメージを持っていただくためにパンフレットを作成しました。 

 

 

 福岡県では、化学職は主に環境部門に配属されており、大気汚染や水質汚濁

などの深刻化した公害問題への対策が講じられ始めた１９６０年代に採用が始

まり、その後、廃棄物の不適正処理、地球温暖化、循環型社会の形成など、新

たに生じる行政課題の解決に取り組んできました。 

 環境行政における課題解決のためには、データや科学的根拠に基づいた対応

が必要であり、技術系の職種である化学職は福岡県の環境部門において大きな

役割を果たしています。 

 また、最近の環境行政においては、脱炭素社会への移行、生物多様性保全、

プラスチックごみ対策など、様々な新たな課題に直面しており、福岡県の環境

行政における化学職の重要性は年々増しています。 

 このような新たな課題に対しては、柔軟な発想で幅広い視点から解決策を検

討、実行することが求められますし、解決が困難な場面では、ひるむことなく

粘り強く取り組むことが必要とされます。また、県民全体への奉仕者である県

職員としては、住民や事業者の方々と十分にコミュニケーションを取りながら

業務を遂行していくことが重要です。 

 業務において困難に直面することもありますが、それだけに、課題が解決で

きた時には、大きな達成感、やりがいを感じられる仕事です。 

 福岡県の豊かな環境を次世代に引き継ぐため、チャレンジ精神あふれる皆さ

んと一緒に仕事ができる日を楽しみにしています。 

 

福岡県環境保全技術者の会 会長 田口 靖三  

「福岡県環境保全技術者の会」は、環境保全業務に従事

する化学職等の福岡県職員で構成されており、会員の資

質向上等のため、研修会や交流会、資格取得に対する助

成等の活動を行っています。 

 設立  昭和５５年３月 

  会員数  １０２名（令和８年１月６日現在） 

   （化学職以外の職員も加入） 

ごあいさつ 
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 化学職の配属先と仕事内容 

 主な配属先の位置図 

 とある職員の業務日誌
ビジネスレポート

 

 化学職のキャリアパス 

 入庁１年目職員のあれこれ 

 先輩職員の軌跡
あ ゆ み

 

 化学職のバックグラウンド 

 化学職Q&A よくある質問 

もくじ 

【試験区分と業務の関係】 
 

 このパンフレットで紹介されている化学職は、主に行政業務を担当します。一方で、研究業

務を行う職員として勤務するには、化学職の「大学卒業程度（Ⅰ類）試験」とは異なる試験区

分に合格する必要があります。 

 

 ＼詳しくは試験案内をチェック／ 

  https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/saiyo.html 

エコトンの紹介 

 パンフレットの表紙やページの随所にいる

ぼくは、福岡県のマスコットキャラクターの 

「エコトン」と言います！ 

 このパンフレットには、ぼくの家族のパパ

トン、ママトンとヒメトンも出演しているん

だ。 
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１．化学職の配属先と仕事内容 

化学職の配属先 

 化学職は主として本庁の環境部、または、出先機関である保健福祉環境事務所の環

境部門に配属され、福岡県の環境行政を担っています。 

 なお、環境部以外の配属先としては、商工部の水素エネルギー関係部署、県土整備部

の水道関係部署、また、リサイクル総合研究事業化センターや下水道管理センターへの

派遣などがあります。 

 福岡県では、SDGｓの考え方を取り入れた環境行政の基本計画である環境総合ビ

ジョンに基づき、各分野での取り組みを進めており、こちらでは、環境部関係の所属の

仕事内容を御紹介します。 
  ※福岡県の環境の取組は、福岡県環境白書や福岡県環境総合ビジョンでも紹介されています。 

環境政策課 

 環境政策課では、環境政策に関する県庁の司令塔として、環境行政の全体的な企画・調整や環

境白書の作成、環境部全体の人事、予算編成を行っています。 

 

 また、個別の事業として、国際環境協力や県民向けの環境教育・環境イベントなどにも取り組ん

でいます。国際環境協力の分野では、公害を克服する過程で福岡県が培ってきた環境技術やノウ

ハウを活かし、海外の自治体（ベトナム、中国、タイ、インド等）と協力しながら、越境大気汚染の問

題や現地の廃棄物問題の解決に取り組んでいます。  

環境保全課 

 環境保全課では、県民の日常生活を取り巻く大気や水、土壌などの環境を保全し、安全で快適

に生活できるようにするための業務に取り組んでいます。 

 

 その内容は、県内の大気（PM2.5やオキシダントなど）の常時監視や、河川･海域における水質監

視、工場への立入検査･指導、土壌汚染対策、PRTR法に基づく化学物質の管理、環境中の放射

線のモニタリングなど多岐にわたっています。また、家庭･事業所の省エネルギー対策や気候変動

への適応など、地域における地球温暖化対策の推進にも取り組んでいます。 

環境部関係の仕事内容 

 環境白書はこちら↓ 
 県組織図（抜粋版） 

本庁環境部 

※組織図や仕事内容は令和

８年１月時点のものです 



 

 

5  

循環型社会推進課 

 循環型社会推進課では、廃棄物の発生抑制（Reduce）、再使用（Reuse）、再生利用（Recycle）の

3Rの推進に取り組んでいます。 

 

 具体的には、リサイクル関係法に関する事務、リサイクル技術･システムの開発と普及の促進、リサイク

ル製品認定制度や県産リサイクル製品認定制度の運用を行うほか、食べ残しを減らす取り組みを行って

いる飲食店等「食べもの余らせん隊」の登録･PR支援、フードバンクの普及を促進する事業など、食品ロ

ス削減に向けた取り組みも行っています。 

廃棄物対策課 

 廃棄物対策課では、廃棄物の適正処理の推進のため、廃棄物行政の総合的な企画･調整等を行ってい

ます。 

 

 具体的には、県廃棄物処理計画の策定と進行管理、浄化槽の整備促進、PCB廃棄物の適正処理推進、

漂着ごみ対策のほか、一般廃棄物の処理施設、産業廃棄物の処理業及び処理施設、使用済自動車等の

解体業及び破砕業の許可審査等を行っています。 

監視指導課 

 監視指導課では、事業活動から発生する産業廃棄物の不法投棄や不適正処理を防止･是正すること

により、適正処理の推進に取り組んでいます。 

 

 具体的には、産業廃棄物の排出業者や処理業者に対する立入検査･指導、パトロール車や県警ヘリに

よるパトロール、講習会の開催等を行い、不法投棄や不適正処理に対しては、現地調査を行い、改善指

導や改善命令等の行政処分等を実施しています。 

自然環境課 

 自然環境課では、福岡県の豊かな自然環境を守り、次世代につないで行くため、希少種保護や外来種

対策をはじめとする生物多様性の保全などに取り組んでいます。 

 

 具体的には、県内の希少野生生物をまとめたレッドデータブックの発行や外来種リストの作成、鳥獣保

護区の指定や傷病鳥獣の保護による鳥獣保護対策、環境アセスメントの審査、自然公園内におけるキャ

ンプ場などの利用施設や自然歩道の整備、温泉の掘削･利用等許可に関する審査などを行っています。 
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筑紫保健福祉環境事務所 

宗像・遠賀保健福祉環境事務所 

嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所 

地域環境課/環境課地域環境係 

 地域環境課/環境課地域環境係では、地球温暖化対策、自然環境の保全や浄化槽等に関する業

務を行っています。 

 

 具体的には、温泉、自然公園、浄化槽に関する申請･届出の審査･指導や傷ついた野生鳥獣の保

護等を行っています。 

 また、地球温暖化、3Rの推進や生物多様性の保全といった、地域や暮らしの中における取り組

みが重要となる環境問題の解決に向け、各保健福祉環境事務所を拠点とした、地域環境協議会

を設置しており、市町村や事業者、NPOなどの民間団体、地域の皆さんと一緒に、意識作りを行

うイベント等を行っています。 

環境指導課/環境課環境指導係 

 環境指導課/環境課環境指導係では、大気･水･土壌環境の保全や廃棄物の適正処理の推進に

関する業務を行っています。 

 

 大気･水･土壌環境の保全業務では、関係法令に基づく申請･届出の審査･指導や立入検査等を

行っています。また、定期的に河川、地下水、海水浴場等の水質検査や土壌環境調査等を行って

います。 

 廃棄物関係の業務では、関係法令に基づく申請･届出の審査･指導や立入検査･パトロール等を

行っています。 

 また、河川の油流出事故や不法投棄の通報に関する現地調査･対応等を行っています。 

出先機関（県内６か所） 

北筑後保健福祉環境事務所 

南筑後保健福祉環境事務所 

京築保健福祉環境事務所 

※各事務所の所在地は隣のページをチェック！ 
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宗像･遠賀保健福祉環境事務所  

  宗像市東郷１丁目２番１号 

  ＪＲ東郷駅から徒歩20分 

京築保健福祉環境事務所  

  行橋市中央１丁目２番１号 

  ＪＲ行橋駅から徒歩17分  

○福岡県庁（本庁環境部）○ 

 福岡市博多区東公園７－７ 

 地下鉄 馬出九大病院前から徒歩5分 

 ＪＲ吉塚駅から徒歩10分 

嘉穂･鞍手保健福祉環境事務所  

  飯塚市新立岩８－１ 

  ＪＲ新飯塚駅から徒歩15分 

南筑後保健福祉環境事務所  

 八女分庁舎 

  八女市本村２５ 

  西鉄バス 福島バス停から徒歩7分 

  堀川バス 福島バス停から徒歩7分 

  堀川バス 日の出町バス停から徒歩5分 

北筑後保健福祉環境事務所  

 久留米分庁舎 

  久留米市合川町１６４２－１ 

  西鉄久留米駅から徒歩15分 

筑紫保健福祉環境事務所  

  大野城市白木原３丁目５番２５号 

  西鉄白木原駅から徒歩5分 

２．主な配属先の位置図 



 

 

こぼれ話： 

 化学職として採用された場合、基本的には環境行政に携わることが多く、異動先も限られますが、業務

内容は、廃棄物の処理に関することや大気・水質に関すること、私の現在の業務である温泉に関すること

など様々ですので、学ぶことの多い毎日です。 

「化学」職という職種ですが、化学以外のバックグラウンドを持つ職員もいます。私自身も大学の専攻は

化学ではありませんでしたので、化学専攻かどうかは気にせずに、多くの方に興味を持っていただけたら

と思います。  

 

 

 

● ８：２５ 登庁： 

地下鉄で通勤しています。 

● ８：３０ 業務開始： 

メールや業務の進捗状況を確認します。 

今日は、温泉の掘削許可申請の可否等を審議する会議である温泉

部会の事前打ち合わせをオンラインで実施するため、その準備を

行います。  

● ９：３０ 打ち合わせ： 

温泉部会を取りまとめる部会長とオンラインで事前打ち合わせを

行います。打ち合わせでは、会議を円滑に行うために、申請内容

の要点を整理します。 

● １１：００ 会議資料作成： 

打ち合わせの結果をもとに、会議当日に使用する資料を作成しま

す。  

● １２：００ 昼休み： 

お弁当を持参して執務室内で食事をすることが多いです。庁内で

お弁当を販売しているので、そちらを利用することもあります

し、庁舎近くの飲食店に行くこともあります。  

● １３：００ 会議資料作成： 

午前中に引き続き、資料を作成します。  

● １５：００ 窓口対応： 

温泉の許可申請に関する相談を受けたり、届出を受け付けたりし

ます。相談内容は既存の温泉井戸を掘り替えたいというものや、

新規で温浴施設を開設したいなど様々です。 

基本的には事前に日程調整をして窓口に来ていただきますが、飛

び込みのこともあります。  

● １７：３０ 退庁： 

帰宅後は食事や映画にでかけることもあります。また、週に１

回、仕事終わりに友人たちとフットサルを楽しんでいます。 

休日にはサッカーをしたり、ドライブに出かけたりします。  
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３．とある職員の業務日誌
ビジネスレポート

 

永田 浩章  
入庁７年目 

所属 環境部自然環境課 

   環境影響調査係 

自己紹介 

担当業務 

生まれも育ちも 

福岡県です。 

高校時代の友人が技術

系公務員として働いて

いる話を聞き、この仕

事に興味を持ちまし

た。  

主に温泉法に関する業務を行っ

ています。温泉法は、温泉資源

の保護や可燃性天然ガスによる

災害の防止などを目的としてい

て、温泉の掘削や公共利用には

許可が必要となります。 

私はその許可申請の審査等を

行っています。  



 

 

 

 

 

● ７：４０ 登庁： 

地下鉄で通勤しています。 

車内の混雑を避けるため、早めに出勤し、職場で新聞を読んでい

ます。 

● ８：００ 業務開始： 

メールをチェックし、１日の業務スケージュールを計画します。  

● １０：００ 打ち合わせ： 

係内や課内で事業の進捗状況を共有し、今後の進め方等について

打合せを行います。 

（進捗が早く、変化の多い事業のため、関係者間での情報共有を

こまめに行っています。）  

● １２：００ 昼休み： 

気分転換もかねて散歩しながら、県庁舎近くの飲食店に行きま

す。 

● １４：００ 事業者との協議： 

事業の進め方や方針について、関係事業者と協議を行います。 

（様々な事業者と連携して事業を進めているため、毎日のように

頻繁に協議を行っています。）  

● １５：００ 資料作成： 

庁内照会、予算資料、プレゼン資料など、〆切に間に合うよう計

画的に各資料を作成します。  

● １７：００ 退庁： 

夕食を作って、子供たちと団らんの時間を過ごします。 

１週間に２、３日は趣味のランニングに励んでいます。   

こぼれ話： 

 化学職は主に環境行政に携わりますが、一口に環境行政と言っても、その業務内容は環境保全、廃

棄物対策、資源循環など多岐にわたります。県庁では、約３～５年ごとに異動があるため、幅広い業

務を経験しながら専門性を培うことが可能です。 

 また、環境部に限らず、企画・地域振興部や商工部といった他部局を経験する機会もあります。 

近年は県庁全体で働き方改革に力を入れており、ワークライフバランスの取れた柔軟な働き方がしや

すくなったと感じています。 
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宮地 宏直 
入庁１７年目 

所属 循環型社会推進課 

   事業化推進係 

自己紹介 

担当業務 

佐賀県出身で大学から

福岡に来ました。 

都会と自然のバランス

が取れた福岡県で環境

に携わる仕事をしたい

と思い入庁しました。 EV（電気自動車）バッテリーの

資源循環システムを構築する事

業に携わっています。幅広い分

野の事業者の方々と連携し、事

業計画の策定や実証事業に取り

組んでいます。 
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● ７：４５ 登庁： 

車通勤をしています。 

朝の渋滞を回避するため早めに出勤しています。 

● ８：００ 業務開始： 

今日の業務内容の確認とメールチェックをします。 

● ９：００ 朝礼と資料作成： 

朝礼では、班内の予定確認と情報共有を行います。 

朝礼後は、資料作成等の事務処理を行います。 

● １１：００ 打合せ： 

班で事業の進捗確認や進め方について協議します。 

プロジェクト事業の遂行は一筋縄ではいかないので、対応方針を

話し合い、乗り越えていきます。 

● １２：００ 昼休み： 

毎週火曜日に来るキッチンカーを楽しみにしています。 

お気に入りは地鶏のおろしポン酢丼です！ 

● １４：００ 出張： 

医薬品が入っていたプラスチックボトルを使用済プラスチックと

して回収している薬局へインタビューを行いました。 

● １６：００ 出張： 

事業の協力事業者と事業の方向性や課題、今後の流れについて協

議しました。 

● １７：００ 退庁： 

この日は出張先から直帰しました。遠方から通勤しているため、

出張は直帰できる時間に組むことが多いです。 

帰宅後は趣味のバイオリンの練習をしています。 

金曜日は飲みに行くこともあります。 

＼リ総研って？？／ 
 公益財団法人福岡県リサイクル総合研究

事業化センター（略称 リ総研）は、北九州市

若松区にある、リサイクルなど３Ｒに関する

新技術・社会システムの構築・事業化を支援

するための機関です。 

 事業としては、産学官民のチームで行われ

る技術開発や実用化に向けた

研究開発への支援事業や、 

福岡県が重点的に取り組むべ

きリサイクルに関する社会課

題等を県や民間事業者と連携

して実施するプロジェクト事

業などを行っています。  

大塚 世志子 
入庁４年目 

所属 リサイクル総合研究 

       事業化センター 

プロジェクト推進班 

自己紹介 

担当業務 
関西出身で学校卒業後に 

福岡に来ました。 

福岡の穏やかな雰囲気に

惹かれ、 

県の発展に貢献したいと

思いました。 

社会課題の解決のため、民間事

業者と協力してプロジェクト事

業を進めています。 

概ね３年で事業テーマは変わり

ますが、現在は使用済プラス

チックを回収し、再資源化する

社会システムの構築に取り組ん

でいます。 

こぼれ話： 

 化学職の配属先といえば、本庁か保健福祉環境事務所が代表的ですが、外郭団体であるリ総研も配属先の

一つです。 

 プロジェクト事業の目標達成に向けて、自ら方針を決め事業を遂行していくことはとてもやりがいがあり

ます。リ総研の仕事はあまり知られていないため、これを機に知っていただけたら嬉しいです。 

 県内外の出張が多いですが、定時で帰れることがほとんどなので仕事もプライベートも充実です！ 



 

 

 

 

 

● ８：２５ 登庁： 

子どもの朝の支度をして、電車で通勤しています。  

● ８：３０ 業務開始： 

朝のミーティングに参加し、スケジュールの確認後、メールの

チェックを行います。  

● １０：００ 河川採水： 

河川の水質の把握のため、河川ごとに採水を行います（この日は

川底の土も採取しました）。 

採水後、検体を検査機関（保健環境研究所等）に搬入します。  

● １２：００ 昼休み： 

普段は在勤庁で弁当を食べますが、出張時には外食することもあ

ります。  

● １３：３０ 立入検査： 

産業廃棄物の処理を行っている事業者へ立入検査を実施し、適正

処理が行われているか確認を行います。 

違法行為が行われていれば、適正処理を指導します。  

● １５：３０ レポート作成： 

帰所後、立入検査の実施内容に関するレポートの作成を行いま

す。撮影した写真のとりまとめも行います。  

● １７：３０ 退庁： 

帰宅後は、ごはんを食べた後、子どもをお風呂に入れています。  

こぼれ話： 

 環境に係る調査や現地確認の業務は、環境に関する仕事がしたかった者としては、とてもやりがいを感

じています。 

 子育てに係る休暇も取りやすくプライベートも充実しています。  
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瀬山 智晶 
入庁１２年目 

所属 筑紫保健福祉環境事務所 

   環境指導課 

自己紹介 

担当業務 

環境に関する仕事がした

くて、学生時代から環境

系の公務員を志望してお

り、地元に近い福岡県に

入庁しました。    
産業廃棄物に関する現場で

の監視・指導を行っていま

す。また、河川、地下水及

び海水浴場などの水の環境

に係る常時監視も行ってい

ます。  



 

 

４．化学職のキャリアパス 

 福岡県職員の新規採用者は本庁（県庁舎）、出先機関（各地域の事務所）のいず

れにも配属される可能性があります。 

 化学職は主として本庁の環境部、または、出先機関である保健福祉環境事務所

の環境部門に配属されますが、採用後５年以内に最初の人事異動があります。 

 また、採用後１０年程度のうちに一度は本庁勤務を経験する人事異動が基本と

されています。 

 県職員としての段階ごとに求められる能力は図のとおりです。 
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技師・主任技師 
 

 

 
・業務目的と自分の役割の認

識 

・所属職員との協調、連携 

・的確な事務処理と専門的能

力の発揮 

求められる能力 

技術主査 
 

 

 
・係長の補佐として係の業務

のとりまとめ 

求められる能力 



 

 

係長 
 

 

 
・係の事務の責任者として積極

的な取組 

・係員の育成 

求められる能力 

課長 
 

 

 
・所属の責任者としての挑戦的

な取組 

・組織の統一 

求められる能力 

部長 
 

 
 

・県政全体の方向性を見通し、

部局を横断する課題や目標を

設定し、その達成に全力で取り

組む 

求められる能力 



 

 

自己紹介をお願いします 
  

 髙巣陽菜乃と申します。新卒採用で、昨年度までは県内の大学に通っており、高分子材料学を専

攻しておりました。よろしくお願いします。  

 

現在担当している業務は 

どんな内容ですか？ 
 

 産業廃棄物を工場等から収集しリサイクル工場等へ運搬するには、「産業廃棄物収集運搬業」の

許可が必要です。私は、嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所の環境指導課に所属し、主にその産業廃棄

物収集運搬業の許可審査に関する業務を行っています。具体的には、申請内容に対して、実務的な

基準、経理的な基準を満たしているかを、法令に基づいて審査し、許可証の交付を行います。場合

によっては、現場へ行き、法令を遵守しているかを確認し、法令を遵守できていない業者に対して

指導を行います。また、同様の審査を自動車リサイクルに関する業務でも行っています。 

  

 

化学職として県に就職して驚いたこと、 

想像と違っていたことはありますか？ 
  

 入庁までは、県は市町村と違って、窓口業務など県民の方と直接やり取りする機会はほとんどな

いと思っていましたが、現在の所属では毎日必ず事業者など県民の方と接する機会があり、一番の

ギャップでした。また、法律について尋ねられることも多く、コツコツ勉強しなければならないと

感じています。 
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５．入庁１年目職員のあれこれ 

                    

高巣 陽菜乃 

                     
嘉穂鞍手保健福祉環境事務所                      

令和７年４月入庁 

ドローン 

操作中 



 

 

職場の雰囲気や先輩職員との関係について 

教えてください 
  

 雰囲気は賑やかで、楽しく仕事ができています。課内に３つの係がありますが、他の係の方とお

話しする機会も多く、たくさんの先輩方に教えていただいています。 

 

 

志望動機や採用試験を受けるまでの 

経緯を教えてください 
 

 最初は、民間企業や大学院進学を考えていましたが、大学の友人に技術系公務員のことを教えて

もらい、興味を持ちました。また生まれ育った福岡に住み続けられることにも魅力を感じ、県職員

を志望しました。大学では化学専攻ではありましたが、不真面目がたたり、かなり勉強しました

（笑）。 
 

 

 

担当業務において、役に立った経験や 

技能はありますか？ 
  

 審査業務で、大学で学んだ化学物質が出てきたときに、大学の化学の知識が役立っていると感じ

ます。また、学生時代に培ったコミュニケーション力も役立っています。特に事業者の方に説明す

る際や上司に報告する際は、要点を簡潔にまとめる必要があるため、必要な情報が漏れないよう、

心がけています。 

 

 

  

仕事の中でやりがいを感じる点や 

就職して良かったと感じる点はどんなところですか？ 
  

 担当した事業者の許可審査が終了し、許可証を発行した時に達成感があります。特に、新規で許

可を取られる事業者の方は、申請に関して不慣れなところも多く、こちらから様々な助言を行いな

がら審査を進めます。そういった新規の事業者の方に許可証を交付する際には、ありがとうござい

ましたと言っていただけることもあり、やりがいに感じます。 

 

 

 

最後に、受験生へのメッセージをお願いします！ 
 

化学職としての仕事は、その多くが環境関連の業務ですが、そういった知識に自信がない方でも

まったく心配はいりません！私自身も仕事をしながら、現場を見ながら少しずつ勉強をしていま

す。普段立ち入ることのない様々な場所に詳しくなれるのも、化学職の特権の一つだと思います！

一緒に働ける日を心待ちにしています！ 
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自己紹介をお願いします 
 

 永田侑駿と申します。令和7年4月に入庁し、現在は南筑後保健福祉環境事務所で勤務しておりま

す。出身は熊本県ですが、大学の進学に合わせて福岡県で一人暮らしを始めました。大学では化学を

専攻しておりました。大学院への進学が決定しておりましたが、入学の直前で進学を辞退し、同年の福

岡県職員採用試験を受験しました。そのため新卒採用ではなく２４歳になる年に入庁しました。よろし

くお願いいたします。 

 

現在担当している業務は 

どんな内容ですか？ 
 

私の主な担当業務は、「廃棄物処理法」に基づいて事業者の監視・指導を行うことです。産業廃棄物

を取り扱う場合は廃棄物処理法による様々な規制があります。産業廃棄物処理業者は、他社の廃棄物

を受け入れ、破砕や焼却などの方法により処理します。この処理作業において、廃棄物が飛散したり有

害な排水が流出したりすることがないよう、現地の状況の確認及び採水による有害物質含有有無の検

査等を行っています。また産業廃棄物の処理は許可制となっているので、現場での対応だけではなく、

許可申請の審査といったデスクワークも行います。 

  

化学職として県に就職して驚いたこと、 

想像と違っていたことはありますか？ 
  

 入庁する前は主にデスクワークを行うと想像しておりました。しかし化学職として実際に勤務してみ

て事務所の外での業務が多いことに驚きました。産業廃棄物処理業者の監視・指導を行う上で、現場

での状況把握は非常に重要です。 

 また、福利厚生の手厚さにも驚きました。休みの取りやすさや、各種給与手当は想像より充実してい

ました。 

永田 侑駿 

 南筑後保健福祉環境事務所 

令和７年４月入庁 
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職場の雰囲気や先輩職員との関係について 

教えてください 
  

 とても活気のある職場だと感じております。また先輩職員の方々はどんな質問にも快く答えてく

ださるため、難しい業務でも一人で悩まずに解決することができています。 

仕事以外でも、昼休みは所内で卓球をして汗を流したり、休日のイベントに参加したりなど、先輩

方のおかげで公私ともに非常に充実しております。 

  

 

志望動機や採用試験を受けるまでの 

経緯を教えてください 
 

 学生時代に福岡県で生活する中で福岡県の魅力に惹かれ、福岡県のために働きたい！と思い県職

員を志しました。大学を卒業してから採用試験を受験したため 、採用試験までは約三ヵ月間で準

備をしました。一般科目は学生時代に専攻していない、社会科学を中心に学習しました。専門科目

は繰り返し演習を行い、学生時代に履修した単元を一通り復習しました。 

 

 

担当業務において、役に立った経験や 

技能はありますか？ 
 

 パソコンの基本的な使い方は学生時代に学んでいて良かったと思います。公文書の書き方や法律

の読み方など、はじめは苦労することもありますが、入庁後の研修でさまざまなスキルを身に着け

ることができるため心配する必要はありませんよ！  

 

 

仕事の中でやりがいを感じる点や 

就職して良かったと感じる点はどんなところですか？ 
 

産業廃棄物処理業者に対して日々試行錯誤しながら指導を行っております。その指導に相手が応

え、改善が見られたときは特にやりがいを感じます。また化学職は産業廃棄物以外にも、公害対策

や自然環境保護などの部門があり、幅広い仕事に携わることができる点も、県庁に就職して良かっ

たと感じる点です。  

 

 

 

最後に、受験生へのメッセージをお願いします！ 
 

化学職は県民の皆さんの環境や生活の安全を守る仕事です。責任感をもって仕事に臨む必要があ

るので、その分やりがいを強く感じることができます。採用試験は万全の準備で臨めば、きっと乗

り越えられます。一緒に働ける日を楽しみにしています！  



 

 

入庁からのキャリアと印象深い案件 

最初に赴任したのは、当時田川市内にあった田川保健所（現在の保健福祉環境事務所）で、工

場や事業場からの排ガスや排水の規制、公害の苦情処理などに携わっていました。 

公害苦情があった時には、必ず市町村の職員の方々と一緒に現地へ赴き、対応することでそれ

ぞれの立場から説明や指導を行っていました。その際、問題解決には、市町村との連携は大事で

あることを感じました。 

その後、本庁に異動し、産業廃棄物処理業の許可や福岡県環境総合基本計画及び福岡県地球温

暖化対策実行計画の策定にかかわったり、下水道公社に出向して下水道の維持管理業務を経験し

たりしました。 

監視指導課で企画主幹の頃、産廃許可業者が多量の廃棄物を敷地内に放置して生活環境保全上

の支障が生じていたことから、撤去の命令を出しましたが、撤去が進まなかったため、原因の許

可業者だけでなく、排出事業者や土地所有者にも法的な責任を追及し、粘り強く撤去の協力要請

を行い、片付けることができた事案がありました。県が代執行を行わずに現場を改善することが

できた案件として、印象に残っています。 

また、環境保全課長の頃、国の支援制度を活用して３年間で３２の県有施設に太陽光発電設備

を設置することとしましたが、庁内の工事発注部署が多忙で対応できなかったため、デザインビ

ルド（設計と施工を合わせた一括発注）方式で民間企業へ直接委託して工事を進めたことも、印

象に残っています。 

いずれも、通常とは違う方法で事業を実施しました。どうすれば実施できるか、あきらめず

に、関係者と協議・検討を重ねることで解決策が見つかったのです。  
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６．先輩職員の軌跡
あ ゆ み

 

環境次長 

吉川 泰彰 

 昭和63年 

 平成3１年 

 令和３年 

 令和４年 

 令和６年 

 令和７年 

入庁 

環境部環境政策課企画広報監 

環境部監視指導課長 

環境部環境保全課長  

環境部副理事兼環境保全課長 

環境部次長 



 

 

環境部における重点的取り組み 

 福岡県環境総合基本計画で定める「環境と経済の好循環を実現する持続可能な社会」の構築を目

指して、地球温暖化対策、資源循環の推進、生物多様性の保全などに重点的に取り組んでいます。 

 再エネの導入促進としてＰＶや蓄電池の共同購入制度を構築したり、中小企業の脱炭素経営を促

進するため、事業場のＣＯ2 排出量の見える化や削減計画の策定を支援したりしています。また、

中古ＥＶの海外流出を防ぎ、貴重な資源である中古ＥＶバッテリーを安定回収できるように、中古

ＥＶの普及促進に向けたリース事業を始めています。 

 さらに、特定外来生物防除として、アライグマの防除実施計画を策定し、防除講習会の開催や専

用捕獲機の無償貸与などを行っているところです。 
 

 

次長としての心構え 

 次長になってからは、個別法に基づき所管する事務事業はな

いため、実際に何かを実施しようとする時は、部内の関係課と

協議するとともに部長の了解を得て、対応することになりま

す。特に、事務職である部長と協議する際には、技術職として

のこれまでの経験を踏まえて、説明することを心掛けていま

す。 

 課長時代は、所属長として所管事務の中で、実施する事業に

ついて課内職員と一緒に協議して具体的な内容等を決定してき

ましたが、次長になると直接決定することはありません。 

 関係課と協議する際に、部内の他課の動き等を踏まえ助言し

たり、部内各課の事業の進捗状況を把握・管理したりします。 

 また、部長の代理として各種の会議やイベントに出席するこ

ともあり、環境部内だけではなく、県全体の動きや国内外の社

会情勢等についてもある程度把握しておく必要があり、情報収

集の範囲が広がります。 

 

 

化学職を志す皆さんへ 

化学職は、その名称と異なり、日常業務において試験研究を行うわけではなく、事務職の方々

と一緒に行政マンとして働きます。そこでは、常に、県民に寄り添いつつも公平・中立な立場に

立って物事を考え、行動することが必要だと思います。 

現場では県民や事業者の方々と直接向き合い、法令に基づき説明や指導を行う必要もあります

し、本庁では環境に係る将来計画を策定することもあります。施策の策定には、国の動向や社会

情勢等も考慮する必要がありますから、日頃から情報収集に努めておくことが望まれます。 

本県が目指す「環境と経済の好循環を実現する持続可能な社会」を構築したいという方、ぜ

ひ、私たちと一緒に働きませんか。 
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入庁からのキャリアと印象深い案件 
 

 私は大学卒業後すぐに、福岡県に化学職として入庁し、当時大川市にあった三潴保健所（現

在の保健福祉環境事務所）で環境保全業務に携わりました。 

 環境保全業務というのは、工場に立入して排水や排気ガスを検査したり、河川や湖の水質調

査を行ったりといった、地域の生活環境を保全する大事な仕事です。 

 当初は、職場の先輩から業務の基本を色々と教わりながら、何とか業務を進めることができ

ました。その後、２～５年間隔で本庁環境部と出先（保健福祉環境事務所、浄化センター（現

在の下水道管理センター））を行き来しながら、現在に至っています。 

 その中で印象深い案件は、京築保健福祉環境事務所の環境指導係長の時、県域を跨いだ産業

廃棄物の不法投棄案件に取組んだことです。隣接する大分県の保健所と協議を重ねた上で、協

同して行為者に粘り強く指導を行い、最終的には適正処理をさせることができました。当時の

経験から、関係機関との連携および信念を持って取り組むことの必要性を実感しました。 

 

 

 

環境事務所における重点的取り組み 

 

 持続可能な社会を実現するためには、事業者だけでなく県民

誰もが環境負荷の少ない行動を実践することが重要です。その

ため、県民の皆様、特に将来の福岡県を担う子供達への環境啓

発活動として、環境家計簿を採り入れた水辺教室に力を入れて

います。 

 また、京築地域には自動車、セメント、製薬などの大きな工

場があり、廃棄物処理業者や工場の監視を強化し、市町村など

の関係機関と連携しながら、課題解決に取組んでいます。 
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 平成4年 

平成３０年 

 

 令和２年 

 

 令和４年  

  

 令和6年 

入庁 

宗像・遠賀保健福祉環境事務所 

環境指導課長 

京築保健福祉環境事務所 

環境課長 

南筑後保健福祉環境事務所  

環境指導課長 

京築保健福祉環境事務所 環境長 

京築保健福祉環境事務所  環境長 

永嶋 恭博 



 

 

環境長としての心構え 
 

 環境長とは出先機関である保健福祉環境

事務所の環境部門の責任者であり、管轄す

る地域の生活環境を保全するため様々な取

組みに挑戦するポジションです。地域の生

活環境を保全するため、事業目標の設定、

事業の基本方針の決定、外部機関との折衝

などを行います。 

 また、京築保健福祉環境事務所の環境部

門には環境課（地域環境係、環境指導係）

があり、所属する職員を統率する立場にあ

ります。  
 近年、環境問題は複雑化しており、保健

福祉環境事務所の環境部門だけでは解決で

きない問題が増えています。環境問題を解

決するためには、国・市町村・ＮＰＯ・企

業など県以外の関係者との連携を強化する

ことが重要です。 

 

 環境長として、日頃から関係機関との対話を重ね、連携を深めるよう努めています。ま

た、部下職員が働きやすく、やりがいを持って仕事に取組めるよう、職場環境、人員、組織

体制などを整備することにも力を入れています。 

 

 

化学職を志す皆さんへ  
 

福岡県では「環境と経済の好循環を実現する持続可能な社会の構築」を目指し、様々な課題

に取組んでいます。そのためには、環境配慮型のビジネススタイルやライフスタイルへの転

換など、社会活動の転換が必要になります。 

化学職の職員は、問題現場での対応だけでなく、県計画の策定、民間団体や企業との協働な

ど幅広い仕事をしています。 

福岡県の環境をより良くするためには、皆さんの柔軟な発想と行動力が必要です。 

ぜひ、私たちと一緒に福岡県の未来を創っていきましょう。 
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 化学職の新規採用者は、新卒から転職者まで様々なバックグラウンドを持っています。 

 ここでは、参考情報として、大学の所属学部や前職経験に関するアンケート調査結果を

御紹介します。 

（回答者数 ６２名） 

１．学歴 

２．学部系統 

７．化学職のバックグラウンド 

大学院卒 

43.5％ 

大学卒 

35.5％ 

大学・大学院の 

途中で就職 

21.0％ 

工学系 

51.6％ 

年度 採用予定数 受験者数 最終合格者数 倍率 

令和 ７年度 １０ １４ ９ １．６ 

令和 ６年度 ７ １２ ７ １．７ 

令和 ５年度 ５ １７ ７ ２．４ 

令和 ４年度 ５ ２０ ６ ３．３ 

令和 ３年度 ３ １４ ４ ３．５ 

理学系 

45.2％ 

農学系 

1.6％ 

医学系 

1.6％ 

３．前職経験 

工学系・理学系出身者が大半です。 

全体の学科・専攻の内訳をみると・・・ 

 化学系 

 生物系 

 物質･材料系 など 

 

化学専攻者ばかりではありません。 

前職分野の内訳は・・・ 

 メーカーの技術職・研究職 

 公務員 

 教育関係 など 

 

前職経験者が結構います。 

なし 

66.1％ 

あり 

33.9％ 

大学院卒が一番多いですが、

途中就職組も結構います。 

【参考】最近の試験実施状況 
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８．化学職Q＆A よくある質問 

Q1. 化学職はどんな仕事をしますか？  
 

A. 主に、本庁の環境部や出先機関の保健福祉

環境事務所で、福岡県の環境行政を担っていま

す。ちなみに、環境部門以外の所属や外郭団体

で働くこともあります。 
 

以上、パンフレット作成チームからでした。皆様と一緒に働ける日をお待ちしております！ 
※回答はチーム員の個人的な見解に基づくものであり、県職員採用部門の公式見解ではありません。 

Q2. 理系や化学専攻じゃなくても化学職に

なれますか？  
 

A. 環境に関心があれば文系でも大丈夫です！

化学専攻ではない先輩職員もたくさんいます。

特別な資格も不問です。  

Q3. 入庁までに専門的に勉強しておくべき

ことって何かありますか？ 
  

A. 特に必要ありません！ひとえに環境行政と

いっても、幅は広いです。入庁後に自身の担当

業務に関する研修も開催されますので、入庁後

に頑張りましょう！ 

Q4. 男女比はどれくらいですか？  
 

A. 極端に男女比が偏ってはいませんが、全体

としては男性の方が多い印象です。 部署によっ

ても違いがあります。 
 

Q5. 入庁時の配属先（勤務場所）はどこに

なりますか？  
 

A. 基本的には本庁や県内に６か所ある出先機

関のどこかになりますが、本庁よりも出先機関

に配属となる人の方が多いイメージです。  

Q6. 入庁時に引越しは必要ですか？  
 

A. 採用前から福岡県在住の方は、それまでの

家から通勤されている方が多いようです。ま

た、県外の方は、福岡市近郊に引越す場合が多

いようです。職員住宅や寮もあります。  
 

Q7. 勤務時間はどうなっていますか？  
 

A. 基本的な勤務時間は8:30～17：15です

が、例えば下記のような勤務時間を選ぶことも

できます！ 

 ① 8:00 ～ 16:45 

 ② 9:00 ～ 17:45 

Q8. 休暇は取りやすいですか？  
 

A. ２０日間分ある有給休暇は時間単位でも取

得可能です（４月採用の場合、最初の年は１５日

間分）。最近は１０連休を積極的にとるように言

われるぐらい、長期の休みがとれるようになっ

ています。  

Q9. 働くときはスーツが必須ですか？  
 

A. 公務員はスーツとのイメージがあると思い

ますが、全員がいつもスーツを着ているわけで

はありません（笑） オフィスカジュアルや支給の

作業服で事務仕事をしている人もいます。 
 

Q10. 残業は多いですか？  
 

A. 部署や個別の業務内容にもよるので一概に

は言えません。しかし、No残業デーや働き方改

革の取り組みもあり、ワークライフバランスはと

ても取りやすくなってきています！ 
 

Q11. 化学職内での交流はありますか？  
 

A. 保全技術者の会や環境部の新任者歓迎会

等、通常業務では関わることのない上司や先輩

たちと話す機会があります。また、若手職員研

修では、柳川で川下り体験もしました！ 
 

Q12. 何年ぐらいで異動がありますか？ 
 

A. 大体 3 ～ 5 年を目安に異動があります。

同じ庁舎内での異動もあれば、遠方の庁舎や東

京など引越しが必要となることもあります。  
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